
【フリーランスになる前に知っておきたい社会保険】
自分の実力次第で時間もお金も自由に使えるのがフリーランスの魅力です。でも実はフリーランスになることで健康保険や厚生年金
保険など社会保険の面で気を付けないといけないことがあります。
社会保険が会社勤めの魅力のひとつ
会社に勤めると、ほぼ自動的に社会保険に加入します。社会保険とは主に健康保険や厚生年金保険のことをさします。
健康保険によって加入者本人と扶養している家族の医療費負担が3割になることは多くの方がご存知だと思います。ほかに医療費が高額になってしまった場合に還付を受けられる高額療養費制度、病気やケガで会社を

休むことになってしまった場合に給料の保障

が受けられる傷病手当金制度などがあります。
厚生年金保険は老後に老齢厚生年金をもらうためのものですが、実は加入者本人に万一のことがあった場合には老後の年金の代わりにご遺族の方へ遺族厚生年金を支給します。また加入者本人が一定の障害を負ってしまった場合には障害厚生年金を支給します。
これら健康保険と厚生年金保険の保険料は会社が半分負担してくれますので社会保険に加入していると手厚い保障を手頃な保険料で準備できるといえます。
さらに仕事中や通勤途上の病気やケガ、障害、死亡などについて災害補償をしてくれる労災保険、
失業期間中の生活の保障
をしてくれる雇用保険もあります。これら充実した保障を備えた社会保険に加入できることが会社勤めの魅力のひとつといえるでしょう。
フリーランスは保障も自前で準備
会社を退職してフリーランスになると会社で加入していた社会保険を続けられなくなりますので一般的には国民健康保険と国民年金に加入することとなります。
国民健康保険は前年度の所得によって保険料が大きく変わります。また扶養と言う概念がないために扶養している家族
の人数分の保険料が発生しますので会社で加入していた健康保険とくらべて保険料の負担が大きくなりやすいといえます。さらに

国民健康保険には健康保険のような傷病手当金制度がありませんので病気やケガで長期間仕事ができなくなってしまうと生活に支障をきたす恐れがあります。
国民年金
は老後に老齢基礎年金をもらうことができますが会社で加入していた厚生年金保険とくらべて支給額が大幅に少なくなります。万一の場合に支給される遺族基礎年金、障害を負った場合に支給される障害基礎年金といった制度もありますが、厚生年金保険のものとくらべると支給額が少なかったり支給を受けるための条件がきびしかったりします。
フリーランスになると労災保険や雇用保険もありませんので仕事中の病気やケガによる治療費や休業時の収入補償も自前で準備する必要があります。
まとめ
会社で加入する社会保険は保険料の半分を会社が負担してくれますので手厚い保障を手頃に準備できる点が魅力です。その一方で上司の不当な評価やリストラ、場合によっては倒産など会社勤めにも危険はあります。
小規模企業共済、確定拠出年金
や国民年金基金、民間の保険会社などを活用することでフリーランスでも自前で手厚い保障準備することができます。
転ばぬ先の杖ということわざもあります。本業に専念するためにも保障はしっかりと準備したいですね。
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[監修専門家]
菅田 芳恵（社会保険労務士）
愛知大学法経学部経済学科卒業後、証券会社、銀行、生保、コンサルティング会社勤務後、独立開業。49歳から2年間で社会保険労務士やファイナンシャルプランナーの資格など7つの資格を取得。その後さらに資格を取り続け、現在13の資格を活かして、様々な分野で活動している。
保有資格：
社会保険労務士、1級ファイナンシャル・プランニング技能士、CFP(R)、産業カウンセラー、2級福祉住環境コーディネーター、キャリアデベロップメントアドバイザー（CDA)　など

�厚生年金ではなく、厚生年金保険


�休業4日目から支給されますので長期間という表現は削除


�休業4日目から支給されますので長期間という表現は削除


�ここは補償ではなく保障


�ここは補償ではなく保障


�労災は、通勤途上も含まれますし、給料を補償するのではなく、災害を補償するものとなります。下記のように修正をしました。


「仕事中や通勤途上の病気やケガ、障害、死亡などについて災害補償をしてくれる労災保険、」


�労災は、通勤途上も含まれますし、給料を補償するのではなく、災害を補償するものとなります。下記のように修正をしました。


「仕事中や通勤途上の病気やケガ、障害、死亡などについて災害補償をしてくれる労災保険、」


�収入の保障ではないので、下記のように修正をします。


「生活の保障を」


�収入の保障ではないので、下記のように修正をします。


「生活の保障を」


�国民年金には、保険と言う言葉はつきません。国民年金保険→国民年金


�意味が分かりにくいので下記のように修正します。「扶養と言う概念がないために扶養している家族


�意味が分かりにくいので下記のように修正します。「扶養と言う概念がないために扶養している家族


�一つ前の文章でまたがでているので、ここは「また→さらに」


�一つ前の文章でまたがでているので、ここは「また→さらに」


�保険を削除


�国民健康保険組合は、一部の業種のみでほとんどのフリーランスの人は加入できないので、ここは削除すべきかと思います。


また、他にフリーランスのための公的なものとして下記がありますので、国民健康保険組合を下記の表現に変えます。


「小規模企業共済、確定拠出年金」


�国民健康保険組合は、一部の業種のみでほとんどのフリーランスの人は加入できないので、ここは削除すべきかと思います。


また、他にフリーランスのための公的なものとして下記がありますので、国民健康保険組合を下記の表現に変えます。


「小規模企業共済、確定拠出年金」






